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ートした。第 3 回合宿ではまず、フォーラムの目
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フォーラムのチラシ
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第 4 回合宿の中の限られた時間だけでは準備を終えることが難しく、合宿外でも 2 時間程

度のオンラインミーティングを 20 回行った。オンラインミーティングであったこと、そ

して学校や仕事の都合で毎回の参加が難しいメンバーも多く、合宿外で決定した事項に関

しては全員で統一した認識を持つには難しさがあった。またオンラインでの会話時に生じ

る独特な「間」も個人的にはあまり好んではおらず、議論の際、その「間」がこれまで合

宿でメンバーと対話する時に感じてきた居心地のよさを邪魔しているようにも感じた。こ

のような多少のやりづらさはあったものの、ロジ表や共有メモなどの作成を行うことで、

参加できなかったメンバーや聞き逃しがあったメンバーの事後フォローをできるように工

夫した。

＜合宿外で実施したオンラインミーティングの日程とそこで議論した内容例＞

ミーティング

実施日

主な議論の内容

①10 月 21 日 フォーラムタイトル/今後の To Do/参加者の集め方

②10 月 25 日 メンバーの呼称/チラシ/時間配分/ゲスト

③11 月 3 日 メンバーの呼称/チラシ/ゲスト/役割分担

④11 月 4 日 ゲストにお願いする内容とその目的

⑤11 月 10 日 チラシ/各役割の宿題/内容の主な流れ/後援団体について

⑥11 月 11 日 ゲストとの打合せ日程/共生スポークスパーソンの定義

⑦11 月 16 日 共生について話す場の必要性/ゲストの講演内容/ディスカションの目的

と実施方法

⑧11 月 18 日 ディスカッションで取り上げたい内容/ワードクラウド

⑨11 月 23 日 ディスカッションで問いかけたいこと内容/各タスクの確認

⑩11 月 25 日 共生スポークスパーソンの発表で伝える内容/申込みフォーム

⑪12 月 2 日 当日の全体スケジュール/理想とする共生とは

⑫12 月 6 日 ディスカッションクエスチョンの選定

⑬12 月 9 日 共生スポークスパーソンの発表で伝えたいメッセージ

ラボルテ氏

打合せ

講演内容/当日の流れについて

⑭12 月 16 日 「多文化共生」という言葉に対して思うこと

今井さん

打合せ①

ファシリテーションをお願いする部分/当日の流れ

⑮12 月 21 日 共生社会の実現に向けて提案したいアクション/発表したい具体的なエ

ピソード

⑯1 月 8 日 共生スポークスパーソンの各メンバーが用意した発表内容の擦り合わせ

⑰1 月 10 日 ディスカッションクエスチョンの再考/ワードクラウドの質問

⑱1 月 11 日

対面リハ

当日の運営の動き方/リハーサルの反省

今井氏

打合せ②

ファシリテーションパートの再考/成果報告会と共生スポークスパーソ

ンの発表予定内容に対するコメント

⑲1 月 13 日 発表内容の仕上げ/ディスカッションの質問の最終決定

⑳1 月 17 日

オンラインリハ

通しリハーサル/当日の動きの確認/事後アンケートの作成

こうして表でミーティング中に議論した内容の流れ振り返ってみると、反省点がたくさ

ん浮かび上がってくる。ミーティングの数日前に議題を提示できていれば、もっと効率よ

く意見交流ができたと思うし、もう少し計画的に期日を決めて To Do をひとつずつこなし

ていたら、議論の話題があちこちして混乱するというのは防げたと思う。そのほかにも「〜

やっておけばよかった」と思うことはたくさんあるのだが、フォーラムを終えて強く感じ

たことがある。それは、プログラムを自分たちで運営・実施するという経験がほぼない共

生スポークスパーソンたちが、試行錯誤しながらも、思いを届け共生の実現に少しでも近

づきたいという共通の目標のもと、仲間と協力しあって一生懸命に頑張れたことである。

メンバーそれぞれ個人の事情や考えがあり、どれだけ物質的にフォーラム運営に貢献でき

たかは異なるとは思うが、フォーラムを終えて「やりきることができた」、「精一杯を出し

切れた」、「楽しかった」と感じたメンバーが 1 人でもいたら、大変嬉しく思う。

フォーラム準備にあたり、勤務後の夜にミーティングがある時も含め、ほぼ全てのオン

ラインミーティングに参加し、私たち共生スポークスパーソンたちをずっと見守ってくだ

さった晴日さん(櫻木さん)には感謝の気持ちでいっぱいである。共生スポークスパーソン

たちの議論がよくわからない方向にいってしまった時や、フォーラムの計画を立てる際、

私たち自身で答えを探せるような方法でアドバイスや問いかけをしてくださった。私たち

の議論を客観的に捉えてコメントしてくださる晴日さんの存在があったからこそ、錯綜し

た時もすぐに一歩引いて冷静に考えることができたのだと思う。

また、唐突な出講依頼にも快くご承諾いただいた、きよぽんさんとラボちゃんさんの心

温かいサポートにも心より感謝申し上げる。きよぽんさんには、第 2 回合宿でパネルディ

スカッションのファシリテーターとして出講していただき、ラボちゃんさんには、第 3 回

合宿に出講していただき共生に必要な社会資源について幼少期のエピソードをもとに語っ
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第 4 回合宿の中の限られた時間だけでは準備を終えることが難しく、合宿外でも 2 時間程
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宿でメンバーと対話する時に感じてきた居心地のよさを邪魔しているようにも感じた。こ

のような多少のやりづらさはあったものの、ロジ表や共有メモなどの作成を行うことで、
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⑬12 月 9 日 共生スポークスパーソンの発表で伝えたいメッセージ

ラボルテ氏

打合せ

講演内容/当日の流れについて

⑭12 月 16 日 「多文化共生」という言葉に対して思うこと

今井さん

打合せ①

ファシリテーションをお願いする部分/当日の流れ

⑮12 月 21 日 共生社会の実現に向けて提案したいアクション/発表したい具体的なエ
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当日の運営の動き方/リハーサルの反省

今井氏
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ンの発表予定内容に対するコメント

⑲1 月 13 日 発表内容の仕上げ/ディスカッションの質問の最終決定

⑳1 月 17 日

オンラインリハ

通しリハーサル/当日の動きの確認/事後アンケートの作成

こうして表でミーティング中に議論した内容の流れ振り返ってみると、反省点がたくさ

ん浮かび上がってくる。ミーティングの数日前に議題を提示できていれば、もっと効率よ

く意見交流ができたと思うし、もう少し計画的に期日を決めて To Do をひとつずつこなし

ていたら、議論の話題があちこちして混乱するというのは防げたと思う。そのほかにも「〜

やっておけばよかった」と思うことはたくさんあるのだが、フォーラムを終えて強く感じ

たことがある。それは、プログラムを自分たちで運営・実施するという経験がほぼない共

生スポークスパーソンたちが、試行錯誤しながらも、思いを届け共生の実現に少しでも近

づきたいという共通の目標のもと、仲間と協力しあって一生懸命に頑張れたことである。

メンバーそれぞれ個人の事情や考えがあり、どれだけ物質的にフォーラム運営に貢献でき

たかは異なるとは思うが、フォーラムを終えて「やりきることができた」、「精一杯を出し

切れた」、「楽しかった」と感じたメンバーが 1 人でもいたら、大変嬉しく思う。

フォーラム準備にあたり、勤務後の夜にミーティングがある時も含め、ほぼ全てのオン

ラインミーティングに参加し、私たち共生スポークスパーソンたちをずっと見守ってくだ

さった晴日さん(櫻木さん)には感謝の気持ちでいっぱいである。共生スポークスパーソン

たちの議論がよくわからない方向にいってしまった時や、フォーラムの計画を立てる際、

私たち自身で答えを探せるような方法でアドバイスや問いかけをしてくださった。私たち

の議論を客観的に捉えてコメントしてくださる晴日さんの存在があったからこそ、錯綜し

た時もすぐに一歩引いて冷静に考えることができたのだと思う。

また、唐突な出講依頼にも快くご承諾いただいた、きよぽんさんとラボちゃんさんの心

温かいサポートにも心より感謝申し上げる。きよぽんさんには、第 2 回合宿でパネルディ

スカッションのファシリテーターとして出講していただき、ラボちゃんさんには、第 3 回

合宿に出講していただき共生に必要な社会資源について幼少期のエピソードをもとに語っ
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ていただいた。フォーラム前にお二方それぞれにご参加いただいた打ち合わせでは、事前

にあまりはっきりとした説明ができなかった中、共生スポークスパーソンの意図を汲み取

り、親身になってフォーラムの実施方法等について一緒に考えてくださった。お二方には、

フォーラム実施の直前までご助言を賜り、共生スポ―クスパーソン一同、深く感謝申し上

げる。

(曽祢 メラティ) 

★フォーラム準備を振り返って-野津 貴哉-★

フォーラムの準備はゆっくりと始まり、学習や対話が中

心だった。そこで仲間との関係も深まった。しかし、後半

からは私たちが発信する側になり、忙しくなった。合宿中

にフォーラムの内容を議論したが、論点が散らばり、一つ

の発表にまとめるのは大変だった。結局、合宿中に発表内

容を決めきれず、オンラインミーティングに持ち越した。しかし、オンラインでは作業の

難しさに加え、全員が揃うのも難しかった。私も大学の課題が忙しく、何度かミーティン

グを欠席してしまった。そのたびに申し訳なさを感じた。こうした困難はあったものの、

フォーラムの準備で楽しかったことも多かった。例えば、何気ない会話や温泉、アイスブ

レイクのゲーム、一日の終わりの飲み会などが挙げられる。なかでも特に印象深かったの

は、本音をさらけ出して語り合えたことたことだ。本音で向き合えたからこそ、普段以上

に深い議論が展開できた。合宿のメンバーは皆、社会の現状に対して何らかの違和感を抱

いて参加していた。日常生活では、真剣な話題だと思ったことでも一笑に付されたり無視

されたりすることはる。しかし、この合宿ではそのようなことは一切なく、その点が非常

によかったと感じている。

( 2 )フォーラム内容

①「共生を願う若者が今伝えたいこと」(共生スポークスパーソン)

共生スポークスパーソン 「共生を願う若者が今伝えたいこと」語録

・共生について対話を重ねるなかで、社会にある問題点や今後の展開を議論する前に、

「多文化共生」という言葉そのものの背景にある意味や言葉の使われ方を話し合

うことが大事だと思った。

・私たちが目指す社会は今の「多文化共生」の言葉では伝わらないと思う。「多文化共生」

は目指すべきゴールではあるが最終的なゴールではない。あくまで一つのチェックポ

イントである。さらに進歩した「多文化共生」社会を目指している。

・「多文化共生」に代わる言葉や要素を箇条書きでは出せたが、それを新たな「多文化共

生」として定義する、文言にすることはすごく難しかった。

・ルーツはアイデンティティに関するひじょうにプライベートでセンシティブなものだ

が、不均衡な力関係のなかで、マジョリティが一方的にこれを消費している。マジ

ョリティから勝手な期待を寄せられ、その期待に応えられないとがっかりされる。

・教科書で「街なかで外国人に英語でインタビューしよう」といった発展課題を目にす

ることがあるが、外国人であることをなにで判断しているのか。仮に外国人であって

も英語圏出身とは限らないにもかかわらずインタビューが成立している本文。無自覚

の偏見が表れている。これが教育現場にあることが問題。

・日本での差別や「多文化共生」の問題をテーマにしたディスカッションや映画の上映

はあまりみかけない。日本には差別がないという観念を植えつけるかもしれない。

日本の「多文化共生」の問題を取り上げるイベントが必要では? 

・必要な支援を求める行動は躊躇してしまう。自分から助けを求めに行きづらい。自分

から行動しないと自分の権利を守れないことに問題がある。

・在日コリアンの歴史をみると、基本的な権利は当たり前のものではなく勝ち取ってき

たものだとわかる。

・日本の人は本当の意味での差別を知らないのではないか。コロナのとき、平然と外

国人お断りの看板を出している店があった。国内での差別に気付いていないと、海外

で自分たちが受ける差別についても考えることができないのでは? 

・見た目で判断したら、自分も見た目で判断されないように努力しないといけなくなる。

差別を減らすことは同調圧力を減らすことになる。こう話すとより多くの人に重要な

問題だと思ってもらえる気がする。
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ていただいた。フォーラム前にお二方それぞれにご参加いただいた打ち合わせでは、事前

にあまりはっきりとした説明ができなかった中、共生スポークスパーソンの意図を汲み取

り、親身になってフォーラムの実施方法等について一緒に考えてくださった。お二方には、

フォーラム実施の直前までご助言を賜り、共生スポ―クスパーソン一同、深く感謝申し上

げる。

(曽祢 メラティ) 

★フォーラム準備を振り返って-野津 貴哉-★

フォーラムの準備はゆっくりと始まり、学習や対話が中

心だった。そこで仲間との関係も深まった。しかし、後半

からは私たちが発信する側になり、忙しくなった。合宿中

にフォーラムの内容を議論したが、論点が散らばり、一つ

の発表にまとめるのは大変だった。結局、合宿中に発表内

容を決めきれず、オンラインミーティングに持ち越した。しかし、オンラインでは作業の
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( 2 )フォーラム内容

①「共生を願う若者が今伝えたいこと」(共生スポークスパーソン)

共生スポークスパーソン 「共生を願う若者が今伝えたいこと」語録

・共生について対話を重ねるなかで、社会にある問題点や今後の展開を議論する前に、

「多文化共生」という言葉そのものの背景にある意味や言葉の使われ方を話し合

うことが大事だと思った。

・私たちが目指す社会は今の「多文化共生」の言葉では伝わらないと思う。「多文化共生」

は目指すべきゴールではあるが最終的なゴールではない。あくまで一つのチェックポ

イントである。さらに進歩した「多文化共生」社会を目指している。

・「多文化共生」に代わる言葉や要素を箇条書きでは出せたが、それを新たな「多文化共

生」として定義する、文言にすることはすごく難しかった。

・ルーツはアイデンティティに関するひじょうにプライベートでセンシティブなものだ

が、不均衡な力関係のなかで、マジョリティが一方的にこれを消費している。マジ

ョリティから勝手な期待を寄せられ、その期待に応えられないとがっかりされる。

・教科書で「街なかで外国人に英語でインタビューしよう」といった発展課題を目にす

ることがあるが、外国人であることをなにで判断しているのか。仮に外国人であって

も英語圏出身とは限らないにもかかわらずインタビューが成立している本文。無自覚

の偏見が表れている。これが教育現場にあることが問題。

・日本での差別や「多文化共生」の問題をテーマにしたディスカッションや映画の上映

はあまりみかけない。日本には差別がないという観念を植えつけるかもしれない。

日本の「多文化共生」の問題を取り上げるイベントが必要では? 

・必要な支援を求める行動は躊躇してしまう。自分から助けを求めに行きづらい。自分

から行動しないと自分の権利を守れないことに問題がある。

・在日コリアンの歴史をみると、基本的な権利は当たり前のものではなく勝ち取ってき

たものだとわかる。

・日本の人は本当の意味での差別を知らないのではないか。コロナのとき、平然と外

国人お断りの看板を出している店があった。国内での差別に気付いていないと、海外

で自分たちが受ける差別についても考えることができないのでは? 

・見た目で判断したら、自分も見た目で判断されないように努力しないといけなくなる。

差別を減らすことは同調圧力を減らすことになる。こう話すとより多くの人に重要な

問題だと思ってもらえる気がする。
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・ルーツ以上の違いを受け入れてほしい。違いを喜ぶことが本当の共生。みんな違う

から面白いということを経験した。

・居場所には足りない視点がある。与えられるものではない。お互いのパーソナリティ

を認めて対話を重ねることで得られた力がある。みんなになら自分が思う社会の不満

を話してもいいんだと思える居心地のよさが生まれた。

・バックグラウンドがさまざまな人と関わる機会がない。モヤモヤや不満を口にする

機会や相手は、特に外国ルーツの人にこそ不足している。

・共生社会を築くためにはマクロな視点で課題を解決しつつ、一人ひとりが具体的な

アクションをすることが必要不可欠。

・新しい言葉を使ったり、既にある言葉を再定義する必要がある。新たな概念や価値観

を広めていく。

共生スポークスパーソンの発表の様子

「共生を願う若者が今伝えたいこと」発表資料
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②「共生を願う若者が今伝えたいこと」へのコメント(今井 貴代子氏)

・「自分だけの問題ではない」と気付いたプロセス。差別をなくし人権が守られるため

のプロセスをつくっていこうよと言っている。

・当事者のニーズにあった取り組みをしていますか?当事者の声を本当に聞いています

か?地域における課題を考える場をつくっていますか? 

・二つの意味で歴史のことに触れている。一つは日本の歴史の負の過ちに学ばなければ

ならない。もう一つは差別・レイシズムに闘ってきた歴史、社会運動の歴史に勇気

づけられたということ。

・社会モデル。マジョリティ中心の社会がバリアを生み出している。当事者と一緒に

対話をしてバリアがある場所、社会を変えていこう、と言っている。生活の場で声を

聞こうと言っている。

・言葉と目指す社会像にはギャップがある。でも、その言葉を使って自分の言葉に変え

て対話しよう。「私の言葉ではないけど、それを使って一緒に変えていこう。アラ

イになろう。価値を生み出す場を一緒につくりましょう」というメッセージ。
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③「『共に生きる社会』の実現に向けて」(ラボルテ 雅樹氏)

ご紹介たまわりました、ラボルテ雅樹と申します。よろしくお願いいたします。

私自身今やっていることですけれども、一つは、労働組合の活動を長らくやっています。

いわゆる賃金未払いであるとか、ハラスメント被害を受けたであるとか、有給がとれない、

あるいは職場にいられない。働き続けたいけれど解雇されそうになっている。そういった

課題にささやかながら取り組んでいます。

二つめに国際交流協会で、相談員という立場で外国にルーツを持つ人たちの相談対応に

従事しています。

三つめに、生活困窮をはじめ社会的排除などの課題に関する対人援助職に従事していま

す。

私はフィリピンにルーツを持っていまして、今 30 代です。実は今日あえて私はパワー

ポイントを用意していません。ずっと私が想像していたのは、皆さんが大事なお話をして

くださって、そのところからある種、私自身の引き出しを言葉にしてみたいなあと。パワ

ポ用意せずに話すってなかなか大変なんですね。サボっていたわけではありません。私は

意図的に用意しないでおこうと思って。実はスポークスパーソンの皆さんとは、去年、合

宿で対話する機会があって、すごくすごく嬉しくなったんです。嬉しくなった。大事なこ

とはもう先に話してくれたという感があります。

共生という言葉、「共に生きる社会の実現に向けて」ということで賜っているんですけれ

ども。少し嫌な形で、皆さんに伝えたいなってところがあります。仮に私が 10 代前半。10

代前半だった頃の私が、学校の教室にいて、「これから共に生きる社会の実現に向けて」と

いう授業をしますとか。「共生にむけて」ということの授業をしますと言ったときの私の反

応です。私が私の子どもだった頃の反応を思い出すんですけれども。ごめんなさい。悪い

言葉です。へどが出る。申し訳ない。へどが出る。胡散臭い。聞きたくない。多分私は、

どういう反応を示すか?寝ると思います。その授業のなかで。聞きたくないから。遮断する。

私が 10 代前半だった頃、学校のなかではそういう反応を示していたかもしれませんけれ

ど。私が家に帰ってきて、夜たとえば 9 時、10 時。自分の部屋があったんですけれども、

自分の部屋に戻って、過ごしていて。壁の向こうから、どういう声が聞こえてきたか?母の

嗚咽、鳴き声。あえて特殊な表現します。弟の父親。私異父兄弟なんですね。妹と弟がい

ますけれども。異父兄弟です。弟の父親から、母に対する暴言。暴力。壁の向こうから聞

こえてくる、あえてもうどういう言葉がでてるか。私は話しませんけれども。その言葉を

私は、当時はガラケーですね。ガラケーいじりながら、向こうから聞こえてくるそれに耐
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えながら。耐えながらじゃないですね。無意識的に別のことに集中しよう。フォーカスし

ようという形で耐えている私がいる。そういうある種、日常風景が、今の表現にすると、

すごく灰色に見えるんですよね。家に帰ればそう。じゃあ学校ではどうか。小学生の頃は

ね、ハーフっていいなって言われてました。ハーフっていいな。すごくいいよね、みたい

な。中学生になって、なぜか、あ、フィリピンだから、東南アジアの出身だから自分たち

より下だみたいな感じのことが。そういったものが自分と関係なく、急に上げられたりさ

げすまれたり。すごく消耗していくんですよね。私、中学校の頃の卒業アルバム受け取っ

てません。小学生の時の卒業アルバムはまだ、かわいらしくニコニコして映っていたかも

しれないかなと思うんですけれど。中学生の頃の卒業アルバムは私受け取ってません。す

ごくすごくすごく、消耗していたと思います。私自身の子どもの頃を想起するとそれが蘇

ってくる。それは決して過ぎた話ではなくって、今この時間、このとき、この社会のなか

で耐えている人がいることを私は想像してほしいと思うんです。私は、外国にルーツを持

っているということに加えて、私は生活困窮という課題がありました。一時期、本当に食

べるものがなくて、特殊な環境だったんですけれど。母がいなくて、母の彼氏が時々家に

来て、お金を渡すっていう生活をしていたんですけれども。母の彼氏が母にどういうこと

をやってきたということを知っているので、そんな人間からお金を受け取りたくない。と

いうところで私は、家が散らかってたんでね。洗濯機の裏とか探すとね、100 円玉とか 50

円玉とか出てくるんですよ。床の下の奥の方とかね。そういったお金を使って、ポテトチ

ップス買って晩御飯にしたりとか。友人宅、すごくありがたいと思うんですけども、そこ

でスナックパンとかね。もらったりとかして過ごしていたところがありました。そうした

生活困窮や専門用語になりますけれど、そうした父が母を DV している、面前 DV ですよ

ね。生育歴的な課題というのが生じる部分でもあります。かつ外国にルーツがあるという

ところで。私当時ね、何を思っていたかというとね。日本人以上に日本人にならなきゃい

けない。という風な気持ちを持ってたんですよ。私がこうして母が苦しんでいるは、私が

苦しいのは母のせいじゃないし。じゃあ一体なんなんだ。日本人じゃないからこういう状

況に、私はあるのかな。だったら、先ほどの、ルーツがあるという部分で持ち上げられた

りさげすまれたり。日本人以上に日本人にならなきゃいけない。私当時のね、よく読んで

いた本の一つが石原慎太郎の『日本よ』という本。すごく日本人になりたいなという気持

ちが強かったんです。

一方で、私自身がほかの人に対していじめ加害的に接するというところもありました。

暴言を吐いて、攻撃してというところもありました。交差している部分もあった。そうし

た…すみません。どうしてもこのときの語りになるとね、言葉が飛ぶんですよ。今 33 歳で

すけれど、いくつになっても当時のことを思い返しながら話そうとすると飛んでしまいま

す。ごめんなさい。率直に申し上げます。先ほど書いたメモがあるので、それを読ませて

ください。

日本人以上に日本人にならなきゃいけないっていうね。私は気持ちを持っていましたけ

れども、そもそも日本人外国人って、もともとつくられたものですよね。開発されたこと

であるわけです。別に元からそうあるわけではない。先ほどのスポークスパーソンの話の

なかで、生活保護の話がありましたけれども、たとえば在留資格によってそもそも生活保

護使える使えないということがあるわけです。生存権という部分。憲法 25 条で定められ

てますけれども、そもそも在留資格によって生存権が保障されない。これ社会保障、ソー

シャルワークでは当たり前のように最後のセーフティネットは生活保護ですよ、と出てま

す。でもそれが保障されない。という課題が一つありますね。

二つめに、在留資格によって常に追放可能性に怯えないといけない。いつこの日本社会

から追い出されるかわからない。例えば、昨年ですけれども、入管法改定がありましたね。

そのなかで、永住権の取り消しの部分が決められました。このことね。私が母に話すとか

やり取りする前、母から私にね。私は社会活動的なところに第三線で関わっていますけれ

ども、母は特段、社会活動してません。母が不安げに言ってきたんです。「永住ってずっと

続かんのかな。取り消されるかな。」っていうことを友人から聞いたっていうね。追放可能

性。いつこの社会から追い出されるかどうかわからない。そもそもこの社会から不要な存

在であるということの不安を常に内在化しないといけない。もたざるをえない。二重の矛

盾・課題があるわけです。かつ同化同調圧力として日本人以上に日本人にならないといけ

ないという気持ちを負わざるをえないというところがあります。

多文化共生スポークスパーソンの皆さんのお話に、居場所という言葉が出てきましたけ

れども。いきなり行政的な話に飛びますが、例えば、孤独孤立対策推進法というのが施行

されています。いろんな状況で孤独孤立を抱えている人たちがいて、取り組んでいくこと

が目的の法律です。何が言いたいかというと、ともすれば、外国ルーツである私は居場所

が必要だ、居場所は大事なんだということに気付いた。そこに対するマジョリティ側の反

応が、「私はずっと我慢してきたんだ。居場所がなかった、なのになぜあなたたちだけ優遇

されるのか」みたいな反応を示すかもしれない。それは、何か別の課題やしんどさを抱え

ているかもしれない。自分は我慢しているからあなたも我慢するべきだという論法ではな

くて、あなたも居場所を求めていいし、報われるべきなんだっていうことが私は必要だと

感じています。

居場所もほかの社会的ニーズもそうですが、個別性か普遍性かという対立構造ではなく、

外国ルーツをはじめ、社会的マイノリティの状況を抱える人々の課題の個別性と、外国ル

ーツだけではないほかの課題の複合性・交差性・歴史性・普遍性のいずれも重要です。
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時間も迫ってきたので、いきなり話が飛びます。

私は最後に根本的な、普段あまり考えないであろうことの思考を皆さんとめぐらせたい

と思います。

私たちは日本社会に生きるなかで、2 つの当たり前を自明のように使って生きています。

それは、資本主義と国民国家です。皆さんは日常として、モノやサービスを買うなどの消

費者性や、就職活動を頑張って今の職場に入って、モノやサービスを提供するなど、労働

者性を担っているかもしれない。これらの売買は利潤の追求のもとで、国民国家の統治に

よる規制や介入の上で行われています。資本主義という経済の仕組みと国民国家の統治は、

私たちは当たりまえのものとして、利便性もあって、両方の仕組みのなかで私たちは生き

ているわけです。しかし、絶対ではありません。どちらも人間が開発したものです。何か

のときに矛盾が生じるかもしれない。

先ほど追放可能性について話しましたが、国民国家の構成員の枠外の対置として、外国

人というつくられた概念で、あなたはこの社会からいらない人間なんだっていう風に告げ

られるやもしれない。あるいは、資本主義の負の側面である所得格差などの社会課題に対

して、社会保障などの仕組みがありますが、「自分たちだけが社会保障を使えるべきであっ

て、なぜ、あの人たちになぜ提供しなければならないのか」そのままの言葉で言うと「外

国人に提供しなければならないのか?」と排他的になるかもしれない。

所得格差などの社会課題が生じる是正措置として、経済活動への課税を財源として、社

会保障などの公共サービスによる再分配があります。再分配を求める富裕層ではない人々

と、少ないほうがよい富裕層にある人々のコンフリクトが、国民と外国籍の人たちの間の

課題にすり替わってしまう。この部分はある時期に必ず高まります。

大切なのは、ここに生きている人。私やあなたが共に過ごしていることについてどうし

ていったらいいのか、っていうところから、思考しないといけない。この国家を守るため

には、あの国家を守るためには、という思考から離れて、今ここで生きていることから出

発しないといけない。

余興的にお話しさせていただきました。ありがとうございました。

ラボルテ氏の講演を受けて

1 番印象に残ったことは、日本人以上に日本人になる必要があるという部分。僕も共

感する。日本で生活するには、みんなのように、友達のようにならないといけなかった。

それは、自分のルーツを捨てることになる。最近僕のいとこが帰化した。日本国籍をと

ることは、ミドルネームを捨てること。ミドルネームという分類が日本にはないから。

僕も日本で生活するために帰化するつもりではいる。でないと生きていけないから。自

分の名前の一部を捨てる。そういった意味でも僕たちの声を聞いてほしいし、もっと皆

さんと一緒に、共生する社会を実現したい。(フェリペ) 

在留資格によって生存権が保障されないのはおかしい。全員が保障されるべき権利、

生きる権利。どんなバックグラウンドを持っていても、命が同じように尊重されて守ら

れる社会になっていくべきだと思う。そういう社会をつくるためには、投票権のある人

たちが投票に行って声をあげること、投票権がなくても、声をあげるチャンスがある人

たちが社会に訴えていく必要がある。もっと社会に声をあげていきたいなと思いました。

(メラティ) 

第 3 回合宿 書道ワークでの絵(フェリペ作) 
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④「行政・教育・当事者の対話 ~当事者の声を直接聞いていますか?」

50 分間、4，5 名ずつ 6 つのグループに分かれてディスカッションを行った。その後、

スポークスパーソンがグループを代表して話した内容を共有した。

【ディスカッションの狙い】自分をオープンにして互いを受け入れ、相手のことを心から

理解しようと耳を傾けたことが合宿での居場所形成につながった。ディスカッションを

通じて、普段異なる組織に所属する人間が互いの視点から社会をみる、それぞれが持つ

違いを苦しみではなく喜びとして捉えることができるのではと考え、この時間を設けた。

【各クエスチョンの意図】

①所属している組織で取り組んでいることはあるが、私自身はそれがあまり共生の役に立

っているとは思わない、どうなんだろう?というようなことを率直に、肩書を取り払って

お話してほしい。

③今日の話を聞いてしてみたい、してほしいと思ったことを率直に。個人的な観点からで

も、組織の一員としての観点からでも構わない。

1 グループ(ひま)

・質問③に対する答えはでなかった。

・金銭面での制限などもあるなか、寄り添い、共感、想像力といった支援対象の感情的

な部分を重要視して、日々の活動に取り組んでいることがわかり嬉しかった。

2 グループ(メラティ・フェリペ)

・大学内の多文化共生が進んでいる。地域で共生を考えるコミュニティもできている。

・足りていないのは外国にルーツをもつ人々に配慮した入試制度。ニーズと供給が合っ

ていない。

・個人が見えるストーリーベースの対話があったらいい。オープンマインドで話すため

の関係構築のために硬くない話ができるコミュニティが大事。

3 グループ(たかや)

・共生＝日本語指導になっている。外国ルーツの生徒が日本社会で生き残る上で日本語

力は大事。だが、日本語ばかり学び、母語がおろそかになった結果、親とのコミュニ

ケーションに問題が生じるなど負の側面もある。

・マイクロアグレッションのパンフレットづくりの取り組みは、心地よいコミュニケー

ションをする上で助けになっている。同時に、見えにくい差別を見つけることは、「あ

れもこれも差別になるのではと皆が委縮してしまうこと」ことでもある。僕自身も閉

じこもってしまった。表現の自由とマイクロアグレッションのバランスをとることが

大事だなと思った。

4 グループ(アイシャ)

・自分と同じように皆さん不満を持っているんだと分かって、よかった。

・個別では共生に関する取り組みをしているが、上の人間が国の問題だと終わらそうと

することもある。個別対応をしても批判されることが多い。そもそも制度や組織の受

け皿がちゃんとしてない。人手も足りていない。結果、外国にルーツを持つ方たちに

もそこまで支援がいってない。

・取り組みたいことは情報交換。言いたいことをできる限り言う。対話して、外国にル

ーツを持つ方たちに興味を持ってもらうことが大事。

5 グループ(なほ)

・取り組んでいることは、外国人に日本語を直接教えるだけでなく、日本語を教える人

の養成方法について伝える場をつくること。直接的だけではなく、間接的に支援の輪

を広げる取り組みになっている。

・外国にルーツを持つ人たちの理想はそれぞれ違う。日本人、外国人に関わらず、相手

を自身の理想に当てはめるのではなく、それぞれが思う幸せをくみ取れることが必要

だという話が出た。
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な部分を重要視して、日々の活動に取り組んでいることがわかり嬉しかった。

2 グループ(メラティ・フェリペ)

・大学内の多文化共生が進んでいる。地域で共生を考えるコミュニティもできている。

・足りていないのは外国にルーツをもつ人々に配慮した入試制度。ニーズと供給が合っ

ていない。

・個人が見えるストーリーベースの対話があったらいい。オープンマインドで話すため

の関係構築のために硬くない話ができるコミュニティが大事。

3 グループ(たかや)

・共生＝日本語指導になっている。外国ルーツの生徒が日本社会で生き残る上で日本語

力は大事。だが、日本語ばかり学び、母語がおろそかになった結果、親とのコミュニ

ケーションに問題が生じるなど負の側面もある。

・マイクロアグレッションのパンフレットづくりの取り組みは、心地よいコミュニケー

ションをする上で助けになっている。同時に、見えにくい差別を見つけることは、「あ

れもこれも差別になるのではと皆が委縮してしまうこと」ことでもある。僕自身も閉

じこもってしまった。表現の自由とマイクロアグレッションのバランスをとることが

大事だなと思った。

4 グループ(アイシャ)

・自分と同じように皆さん不満を持っているんだと分かって、よかった。

・個別では共生に関する取り組みをしているが、上の人間が国の問題だと終わらそうと

することもある。個別対応をしても批判されることが多い。そもそも制度や組織の受

け皿がちゃんとしてない。人手も足りていない。結果、外国にルーツを持つ方たちに

もそこまで支援がいってない。

・取り組みたいことは情報交換。言いたいことをできる限り言う。対話して、外国にル

ーツを持つ方たちに興味を持ってもらうことが大事。

5 グループ(なほ)

・取り組んでいることは、外国人に日本語を直接教えるだけでなく、日本語を教える人

の養成方法について伝える場をつくること。直接的だけではなく、間接的に支援の輪

を広げる取り組みになっている。

・外国にルーツを持つ人たちの理想はそれぞれ違う。日本人、外国人に関わらず、相手

を自身の理想に当てはめるのではなく、それぞれが思う幸せをくみ取れることが必要

だという話が出た。
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・排外的な考えを持つ人たちは学校や議員にもいるが、そういう人たちにどうアプロー

チするか。こういうことで苦しんでいるということを届けないといけないし、市や県、

国などの行政の人たちに助けてもらわないといけない。助けてもらうって言い方は嫌

なんですけど、そうせざるをえない。

6 グループ(たすく)

・取り組みの一例として、母語による支援と日本語による支援があった。そもそも、日

本語の支援をすることは、日本人への同一化を強いる可能性をはらんでいる。しかし、

日本で暮らしていくうえで、日本語ができることは個人の安心安全にかかわる。こう

いう現状を変える上でマイノリティだけではなく、マジョリティも巻き込んでいかな

ければいけない。外国やマイノリティに接点がない人に外国人の存在を知ってもらう、

関心を持ってもらううえで、3F も有効。

・行政の方からの意見で、行政ではどうしても法律といったスケールの大きい話しか展

開されない部分があるが、実際に今生きている人たち、マイクロレベルの話をマクロ

に届けることは有用だという言葉があり、こうした場を増やしていけたらなと思った。

今井氏によるまとめ

●システムが巨大化している。組織や肩書、お金の問題、法律、資本主義、国家とか。巨

大なシステムのなかで固まってしまい身動きができなくなってしまう。まずは、こう

した場で個人対個人として出会った人たちが声を届けていく。制度と制度の狭間で動

く。そういったなかでシステムを変えていけたらいいですよね。

●日本語と母語指導。どちらも大事。では、複言語 ・複文化にしてはどうだろうか。日本

語か母語かみたいな二者択一じゃなくて、自分たちで自分たちの言葉をつくっていく。

今日のなかで心に響いたのは、言葉を変えて社会を変えるということ。大きなすてき

な言葉を言ってるんですよね。自分たちで言葉をつくって、それで社会を変えていこ

うっていう。ゆえに複文化・複言語。自分たちの社会にあった言葉をつくっていけた

らいいなって思いました。

⑤ワードクラウド

ワードクラウドとは、個人の言葉を集計し、色や大きさで頻出する単語を視覚化するツ

ールである。個人のデバイスで単語を入力すれば、専用のソフトが解析し、共通する言葉

ほど大きく表示される。

本フォーラムでは、「共生を進めるにあたって足りていないと思うものは何ですか?」を

テーマに、フォーラム開始前、ディスカッション後の 2 回行った。

本誌表紙がフォーラム前、裏表紙がフォーラム後に抽出した図である。

前後の変化について、共生スポークスパーソンからは、「尊重、行動、行動力などの言葉

が増えている。最初と比べて行動しようと思う人が増えたようですごくよかった。(たかや)」

や、「共生を進めるために必要なものについて議論する際、予算の問題を真っ先にあげる人

がいると「え～」と思っていたが、2 度目のワードクラウドの結果をみて、そうした人た

ちも問題だらけの現状を「変えられる」と思っていることが分かり素晴らしいなって思い

ました。(ひま)」などのコメントが出された。

⑥総括

当事者の声が反映されるシステムも大事だと思った。外国にルーツを持っている人たち、

帰国子女などに興味を持ってほしい。フォーラムの参加者は、興味を持っているから来

てくれた。どうすれば、今回参加してくれていない人たちにアピールできるのかを考え

るという課題ができた。 (アイシャ) 

構造や差別には複合的な要素があり、知れば知るほど解決は難しいと思っていた。差別

に気付かない、社会学的なことを学ぶ前の方がなにも考えずに済んでいて、それはそれ

で楽だったと思うこともあった。しかし、プロジェクトを通して、それは間違っている

と改めて思った。差別をなかったことにできるのも自分たちで、なかったことにしない ・

させないのも僕たちにできること、僕たちの責任なのかなと思った。(たすく) 

50 分では足りないくらい問題点が溢れかえっているとディスカッションで改めて気付

かされた。フォーラムのような場が普通の生活のなかにあること、知らない人、普段関

わらない人たちと「これについてどう思いますか」と話す機会が必要だと思った。私も

次のステップとして何かつくっていけたらいいなと思った。大学生の間に、一歩、一つ

新しいものができた。本日は、足を運びいろんなことを共有してくださってありがとう

ございました。(なほ) 
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( 3 )当日の感想・反省

オキーレ 賛

まず、反省すべき点の一つとして「時間の設定及び調整」というものが挙

げられる。フォーラムは 13 時から 16 時 30 分にかけて行われたが、その内

でディスカッションが占める時間は 45 分と大変短かった。そのような状況

下で、参加者に 3 つの質問を投げかけ、それをまとめ、全体で共有するとい

うことには、やはり無理があったように思われる。時間が足りないと感じたのは、ディス

カッションだけでなく、フォーラム全体においても同様である。共生を願う若者が今伝え

たいことでは、緊張や自身の思いに耳を傾けてほしいという熱意から、割り当てられた発

表時間を超過してしまう共生スポークスパーソンが少なくなかった。その結果、せっかく

お越しいただいた今井さんやラボルテさんに、各々の発表時間の大幅な短縮を迫ることと

なった。これはお二方に大変失礼なだけでなく、お二方のご講演で共生スポークスパーソ

ンの訴えの妥当性を補強してもらうという、お二方をお招きした本来の目的も果たせなか

ったという点において、非常にマイナスであったと言える。

また、共生を願う若者が今伝えたいことにおける主張に具体性が欠けていたことも改善

点の一つである。「現代社会の『共生のあり方』に対するモヤモヤ」や、その背景について

述べるパートでは、これまでに経験・学習したことから考えた事柄を各々の言葉で表現で

きていたと感じる。しかし、そうしたモヤモヤを解消するため、教育・行政関係者に何を

望むのか、彼らの協力を得た上で、私たちが何をしたいのかという点が漠然としすぎてい

たように思われる。ディスカッションの質問には、「私たちの発表を聞いた上で、今後実施

したい取り組みはありますか？」というものがあったが、やはり、この質問では回答に時

間を要する参加者が多く確認できた。いきなり私たちの話を聞いてどうしたいと思ったか

を聞くのではなく、こちらが先に何かしらの具体的アイデアを提示した上で、その実現可

能性について質問するなどしていれば、参加者も答えやすくなり、ディスカッションの限

られた時間を有効活用できたのではないかと考える。

上記の通り、今回のフォーラムは決して完璧などではなく、粗削りな要素が各所で見ら

れるものであった。しかし、それはこのフォーラムが共生スポークスパーソン自身の手で

つくり上げられたことの何よりの証左である。今回の経験を糧とし、「多文化共生社会」の

実現に寄与できるよう、これからも努力を重ねていきたい。

2-5 合宿およびフォーラムを終えて

( 1 )全体の振り返りと今後の展望:共生スポークスパーソン

振り返りと今後の展望

オキーレ 賛

私がことばを紡ぐプロジェクトを通じて得た最も大きな学びは、困難に

向き合うことの重要性についてである。

これまでの 4 度に亘る合宿、また、その間に行われた幾度にも及ぶオン

ライン・ミーティングなどは、決して楽しいだけではなかった。在日コリア

ンに対する日本政府及び日本人の加害について学習することは、それ自体が痛ましく、心

が締めつけられるような体験であったし、差別の歴史に関して自身がいかに無知であるか

を思い知らされた。「共生」や「居場所」といった言葉の定義について考えた際には、それ

まで他者から「何となくの」、「悪気のない」言葉で傷つけられてきた経験があるにも関わ

らず、私もそうした聞こえのよい言葉を軽率に使っていることに気付かされた。自身が経

験した差別を共有し合う時間においても、可能であるならば忘れてしまいたいその時の情

景や感情を鮮明に思い出さなければならなかった。

私には私と同じく「ハーフ」と呼ばれる友人が多くいるが、彼、彼女らがこのようなプ

ロジェクトに従事しているという話は聞いたことがない。私や友人を含む外国にルーツを

持つ人間は皆、その内容に違いはあれど、何かしらの差別を経験していると思われる。し

かし、そのことを問題視し、解決のために何かしらのアクションを取っている者がどれだ

けいるだろうか。その数は決して多くないであろう。

行動を起こすというのは簡単なことではない。その目的が「偏見や差別の是正」などで

あればなおさらだ。私も今回のプロジェクトを通して、差別がどこからともなく自然発生

するものではなく、人為的に生み出され、利用され、温存されるものであること、それが

社会構造そのものに組み込まれていることを改めて認識した時、「これをどうこうするな

ど不可能なのではないか。」という諦めにも近い感情を覚えた。しかし、フォーラムを終え

た今、それは間違いであると自信を持って言える。フォーラムの参加者からは「ありがと

う。すごく勉強になった。外国にルーツを持たない人間(= 「純」日本人)こそ、こうした課

題について考えていかなければならないと思う。」などのポジティブな感想を多くいただ

いた。さまざまな困難を乗り越え、自分たちの思いを自分たちの「ことば」で一生懸命紡
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